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2月21日より25日まで、札幌中央区の大丸セントラル・スカイホールで開催された「北海道情報大学メディアデザイン展」
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　《　論　　文　》
●HIU-NET における利用者認証基盤の構築
　学内向け情報システムの利用者認証基盤
　中島　潤
● 集合間の距離に基づくクラスタの分布を
　用いた重み付きカーネル
　k- 平均法の初期クラスタ探索法
　柳　信一
● 植民地朝鮮における愛国婦人会
　－韓国併合から満州事変開始まで－
　広瀬　玲子
●小学生の基本的生活習慣の確立に関する
　調査研究
　～自己指導能力の育成を目指して～
　五浦　哲也
●アメリカ英語とイギリス英語の慣用句の
　相互浸透について
　－オンライン・コーパスを活用して－
　伊藤　一正

　《　研究ノート　》
● 江別市の歴史的建造物の空撮による
　デジタルアーカイブ化と LOD による
　情報発信
　長尾　光悦　斎藤　一
●コンピテンシーに着目した学習ポータル
　サイトと連動する育成ゲームの開発
　斎藤　　一　広奥　　暢　森川　　悟
　前田　真人
●感情語辞書と位置情報付きツイート分析
　に基づいたアプリケーション「EmoNavi」
　の観光利用の検討
　斎藤　　一　横川　祥司

　《　報　　告　》
●北海道江別市における歴史的建造物の活用
　に関する研究　デザイン思考に基づく江別
　市を盛り上げる二次元アイドル創成事業　
　斎藤　　一　

http://www.do-johodai.ac.jp/kiyou/kiyou_28_1.html
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　平成 28 年度の保護者と教員との懇

談会を、本学において１年生と 3 年生

の保護者を対象に、全体会、学年毎の

懇談会及び個別面談の 3 部構成で実施

いたしました。

　全体会では、冨士学長より「情報化

社会の新しい大学と学問の創造」、「学

生の成果」、「国際化戦略とグローバル

人材の育成」、「教育イノベーションの

推進」、「主体的学びへ導くための実行

プラン 2016」、「CANVAS」、「学生とし

て守るべききまり」、「きらりと光る地

方の中小規模私立大学等の取組の例」

について、説明がありました。

　学年毎の懇談会では、1 年生には、

明神就職部長より学生の就職につい

て、穴田教養部長より教育目標につい

ての説明があり、その後、各クラス担

任との個別面談が行われました。また、

3 年生には、渡部研究科長より大学院

について、明神就職部長より学生の就

職活動についての説明が行われた後、

各ゼミ担当教員と個別面談が行われま

した。

　この懇談会は、保護者のみなさまに

本学の教育目標や本学が目指す人材育

成、教育の実情、就職状況等を理解し

ていただくとともに、学生の修学状況

や学生生活の現状、卒業後の進路等に

ついて個別に懇談できる機会としてお

ります。

　保護者のみなさまは、担当教員との

懇談と併せて、教務課及び学生サポー

トセンター事務室で学業や学生生活の

状況、卒業後の進路・就職活動等につ

いて質問されておりました。

　ご多忙中にもかかわらず、遠方から

も多数の保護者のみなさまにご出席い

ただいたことに感謝申し上げます。今

後とも、本学の教育のさらなる推進に、

保護者のみなさまのご協力を賜りたい

と考えております。

　　　（学生サポートセンター事務室）

平成 28 年 10 月 22 日（土）

06 保護者と教員との懇談会



1.26 の北海道新聞記事 ( 記念撮影 )契約書に署名する４名の学生 学内掲示紹介の北海道新聞記事

年８月。表現内容を指示した依頼書に

沿って、学内に募集のポスターを貼り

出し、多数の学生が挑戦しました。９

月末に作品が集められ、学内である程

度のレベル以上の作品を選出。江別署

に推薦した結果、上記４名の作品が選

ばれました。その後、江別署からの要

請で、修正部分、文字表現、作者のク

レジットなどの変更が加えられ、デザ

インが決定しました。

（学内では、11 月から展示され、自転

車の盗難犯罪を減らすために一役買っ

ていました。）

　江別署によると「2015 年の１年間

に同署管内（江別市、新篠津村）で発

生した自転車の盗難件数は 189 件。こ

のうち 98 件は鍵をかけているのに被

害にあっている。発生場所は野幌駅の

30 件を筆頭に高砂駅の 21 件、大麻駅

の 19 件、イオン江別店の 14 件と、人

　平成 29 年 1 月 25 日（水）　江別警

察署で三熊署長と本学学生４人が『自

転車盗難防止』ポスターデザインの使

用許諾の書類に署名しました。これは、

盗難事案の中でも多数が自転車の盗難

犯罪であることから、江別署が本学の

デザイン専攻の学生に依頼しました。

多数の作品の応募があり、その中から

４人の作品が選ばれ、今後使用するた

めの許諾契約が行われました。

　参加したのは、いずれも情報メディ

ア学科の４年生紀安璐さん、３年生の

阿部将秀さん、諸岡健吾さん、髙橋奈

緒さんの４人。採用されたデザインは

テーマである「自転車のツーロック推

進」のデザイン。それぞれＡ４サイズ

にイラストやキャラクターなどと

キャッチコピーでレイアウトされ、目

立つ色彩でデザインされています。

　江別署の依頼を受けたのは平成 28

が集まる駅や商業施設に集中してい

る。被害者の多くは通学で自転車を利

用している高校生や大学生」とのこと。

　注意を呼びかけるには、同年代が

作ったポスターの方が訴求力があると

江別署では言っている（北海道新聞よ

り）。「ツーロックにすることで、見た

目で諦めてもらうこと、施錠を壊すこ

とに時間がかかると、発見されやすい

ので、犯罪の未然防止につながること

になるので、是非ツーロックを実施し

て欲しい」とのことです。

　一番簡単に外せるのは後輪に付いて

いるリング式のロックで、「これは、

簡単に外れるので、安全ではない。そ

れにプラスして、もう一つのロックを

つけることにより、盗難にあう可能性

をかなり減らすことが出来る」とのこ

とです。皆さんも、簡単なもので良い

ので、ツーロックを実践しましょう。

07自転車ツーロックポスター



れいにレイアウトし、その周りをグラ

フィカルなデザインで演出した作品が

多く、楽しいデザインが多かったのが

特徴でした。こちらには 3 年生の応募

が多く、画像処理や細かなデザインの

配慮が出来た完成度の高い作品が多

かった印象があります。

　来年以降も続きますので、多くの皆

　平成29年1月31日（火）インフォメー

ションプラザにて、2016HIUポスター

コンテストの表彰式が行われました。

　５月末に HIU 部門と江別イメージ

アップ部門の 2 部門で募集が開始され

ました。

　HIU 部門では、大学の紹介や、学部、

大学院、通信教育学科などの構成や、

大学の特徴を図式で表したり、イラス

トで表したり、それぞれのデザインコ

ンセプトに沿って出来上がった作品が

18 点。江別部門でも 18 点の応募があ

りました。

　この応募作品の中から、4 回の審査

を経て、この日表彰された 15 点が受

賞しました。

　授賞式は、コンテスト全体の流れと、

審査、受賞作品の簡単な紹介、次に学

長から表彰状と奨学金が贈呈されまし

た。学長からポスターデザインに対す

るお話があり、2 部門の最優秀賞と優

秀賞の学生から感想と作品の紹介があ

りました。隼田教授から全体を通して

の評価をいただき、全員で記念写真を

撮り、授賞式は終了しました。

　今回のコンテスト応募作品の特徴と

して、HIU 部門ではオリジナリティ溢

れる表現が多く、いろいろなアプロー

チが目を楽しませてくれました。特に

2 年生の作品が多く、新鮮なデザイン

が目立っていました。

　江 別 部 門 で は、「イ メ ー ジ ア ッ プ」

というテーマがあったので、写真をき

さんの応募を待っています。

（ポスターデザインコンテストグル―

プ・川上正博）

恒例の HIU ポスターデザインコンテスト表彰式が行われました

授賞式

2016年　ポスター
デザインコンテスト

講評

　　　　　

　優秀賞
　1522029_ 村上詩織 　1522047_ 久保内良
　奨励賞　
　1322603_ 程家圓　　 1422025_ 福田恭也
    1322602_ 紀安璐　　 1522009_ 惣田沙耶
　1522019_ 米谷瑠夏

　最優秀賞　
　1422034_ 山田優美菜
　優秀賞　　
　1422032_ 高橋奈緒
　奨励賞　
　1422033_ 松谷咲季　1522018_ 八重樫洸太
　1522046_ 草嶋真穂   1522051_ 高橋史織

HIU部門

江別部門

受賞者リスト

08 HIU ポスターデザインコンテスト　表彰式



　2016 年 11 月 29 日（火）

の 2 講、アクティブラー

ニング教室において、先

端経営学科で初めての女

子会が開催されました。

コンセプトは、“縦のつな

がりを作ろう！” です。

　1 年生～ 4 年生の女子

学生が 15 人集まり、まずは自己紹介

からスタート。学年が違うと初めて知

り合う学生も多かったようです。

　終始、あたたかな雰囲気の中、お菓

子を食べながら、就職活動やゼミ活動

についてなど、さまざまなことを

語り合っていました。特

に、3、4 年生が場

を盛り上げてく

れ、笑いが絶え

ませんでした。

　後日、「本当に楽

しかったです！」、「話し

すぎて喉がかれちゃいました」、「また

ぜひ、開いてほしいです」などという

感想を聞き、想像以上の大反響ぶりに

驚きました。学生から、「卒業生も呼

んでみては！？」という提案もあり、

次回は拡大女子会の開催も検討したい

と考えています。女子学生同士の縦の

つながりも大切にしながら、より大学

生活を楽しんでくれればと思います。

先端経営学科　松本紗矢子
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　昨年の 11 月 26 日（土）、午後 1 時

半から、野幌公会堂において、「江別

日中友好の会」が主催する「日中文化

交流サロン」が開かれ、本学の 16 名

の中国人留学生も正式な招待を受け

て、江別市民の皆様と大変楽しい交流

をしながら、相互に心温まる親睦を深

めることができた。したがって、当日

における具体的な活動情況を学内の皆

様に、いささか紹介してみたい。

　「江別日中友好の会」は、20 年以上

前から、日中友好の文化交流や相互親

睦などを積極的に促進させてきた、素

晴らしい民間団体である。そこの方々

は、やはり本学の留学生にも大きな関

心を示され、江別市民と中国人留学生

との交流及び親睦を一段と活性化させ

るために、7 年ほど前より、「日中文化

交流サロン」というイベントを開催さ

れている。

　さて、今回の情況だが、交流サロン

の司会は、中国語の勉強が大好きで、

もちろん中国語能力も十分に備えた松

本景子理事がご担当なされ、流暢な分

かりやすい中国語で、参加者全員を温

かく迎えて下さった。その後に、「江

別日中友好の会」の望月芳明会長がご

挨拶を述べられ、筆者も来賓としての

挨拶をさせられて、いよいよ交流サロ

ンは始まった。

　会場の各テーブルには、6 ～ 8 名程

度に分かれて、江別市民の皆様と本学

の留学生たちが座っていたので、お互

いに近くの方がどのような人物なの

か、ほとんど理解できていなかった。

したがって、最初は、やはり参加者全

員による簡単な自己紹介が行われ、相

互に国籍や人物の確認がなされた。自

己紹介の時間は、各自 1 分間ほどだっ

たが、留学生は習いたての日本語を何

とか話し、10 名近くの江別市民の方は、

かなり準備された、元気溢れる中国語

を使って下さった。

　一部市民の方々が話された中国語の

発音と内容は、正直に言うと、筆者に

は半分ぐらいしか聞き取れないもの

だったが、ただ、この日のために、皆

様が懸命に中国語を勉強された努力と

情熱には、本当に頭が下がるし、また

大きな価値もあったと思う。留学生た

ちにとっても、何人かの日本人が話し

た、おもしろくて奇怪な中国語には、

本学の留学生の臨機応変な態度と素早

い適応力が見事だったので、筆者もと

ても興奮して、何枚もスナップ写真を

撮りまくったほどであった。

　次の項目では、本学の留学生がいよ

いよ登場し、先ず 3 名の留学生（程家

圓さん、紀安璐さん、趙偲垚さん）が、

事前に中国語の歌詞を日本の方々に配

付して、美しい中国の歌を 2 曲ほど発

表し、観客を魅了した。その後には、

李勁愷君が 1 人で、広東語の中国の歌

を堂々と

　この交流サロン会の開催に当たって

は、「江別日中友好の会」の後藤一昭様、

岩館明美様には、事前に多大なご協力

とご支援を頂き、心から御礼申し上げ

ます。まさに、「日中文化交流サロン」

は、江別市民が創造する、手作りのイ

ベントなのですが、これが日中友好の

草の根の交流会として、益々発展して

ゆければ、将来の民間レベルでの日中

関係には、素晴らしい友情と信頼が築

かれると確信いたします。

歌ってくれた。

　最後の項目では、留学生も何人

か協力して、誰もが興奮するビ

ンゴゲーム大会を行い、参加

者全員がそれぞれ心の籠もっ

た、ありがたい景品を手に入れて、

とても満足して喜んでいた。今回の交

流サロンでは、ありがたいことに、「江

別日中友好の会」の幹事の方が、わざ

わざ参加した留学生たちのために、そ

れぞれ名札も用意して下さり、皆さん

の接待の細かい温かさには、心から感

激を覚えた。とにかく、本学から

参加した留学生たちは、江別市

民の方々と素晴らしい交流と

貴重な親睦を交わすことができ

て、忘れがたい至福のひととき

を体験したはずである。

　　　　

外国人留学生委員会　経営情報学部教授　玉置重俊

２０１６年「日中文化交流サロン」に参加して

論文等の事前審査に合格した 3 名が、

出席した教職員及び学生に対し、自身

の研究内容や成果について発表を行い

ました。

　　　　

　

　

　　

　平成 29 年 1 月 31 日（火）13 時から、

本学 213 教室において、平成 28 年度

北海道情報大学大学院学位論文等公開

発表会を開催しました。当日は、学位

【発表者及び学位論文等題名】

５月２２日
情報文化学会北海道支部　第13回総会・研究発表会　（於：北海道大学）

燕　辰峰 修士課程２年 アカウンティング・マネジメント分野
「南京市におけるマンション管理業の発展を促すための研究

－マンション管理支援会社のビジネスプラン作成と設立－」

大学院からの
報告

・　佐藤　恭平　「農業生産法人雇用者の起業意識調査：北海道の事例を中心に」

・　燕　　辰峰　「南京市でのマンション管理コンサルティング会社設立における課

　　　　　　　　題解決に関する研究」

・　今田　　翔　「SDNコントローラとスイッチ間の通信に基づいたネットワーク監視

　　　　　　　　に関する研究」

北海道情報大学大学院　経営情報学研究科・経営情報学専攻（修士課程）
学生の学会発表について

平 成 2 8 年 度 　 北 海 道 情 報 大 学 大 学 院
学 位 論 文 等 公 開 発 表 会 を 開 催 し ま し た

すこぶる驚きと刺激を受けたことであ

ろう。このように、参加者全員の個性

的な自己紹介を通して、会場全体の雰

囲気や様子も、一段と和み、何とも楽

しくなってきた。

　その後の催し物では、「えべつ手話

の会」12 名の女性の皆様には、昨年

に引き続き、ご参加を頂き、またいろ

いろと熱演して下さった。例えば、皆

さんが日本の流行歌や童謡などを歌う

場合には、実際に手話を交えて、本学

の留学生のために、何曲か分かりやす

く、かつ丁寧に披露されておられた。

今回も、1 人での優雅な舞踊や 3、4

名での楽しい余興そして全員での合同

演技などで、本当に多彩なパフォーマ

ンスを見事に演出し、日本の女性の情

熱やパワーなどを存分に発揮なされて

いた。特に、淡い青色で統一されたト

レーナーの服装にも、皆さんのやる気

と熱意がしみじみと感じられ、とても

ありがたかった。

　本学の留学生たちも、はじめは笑い

ながら、それらを見物していたのだが、

何と途中から、「えべつ手話の会」の

方から、突然に彼らにも短い色物のス

カートが配られて、それを身に付けて、

一緒に踊るように誘われてしまった。

したがって、6・7 名の留学生は戸惑

いながらも、周りを見ながら、何とか

即興の踊りの輪に参加せざるを得な

かった。

　その時点では、会場全体がとにかく

笑いの渦に巻き込まれて、観客たちも

留学生たちの臨機応変のパフォーマン

スを大いに楽しんでおられた。確かに、
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と熱意がしみじみと感じられ、とても
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何と途中から、「えべつ手話の会」の

方から、突然に彼らにも短い色物のス
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一緒に踊るように誘われてしまった。
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即興の踊りの輪に参加せざるを得な

かった。

　その時点では、会場全体がとにかく

笑いの渦に巻き込まれて、観客たちも

留学生たちの臨機応変のパフォーマン

スを大いに楽しんでおられた。確かに、
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 　ふらっとルームでは、学生がふらっ

と立ち寄り、学校生活などでの相談が

できる他にも、学生自身がイベントを

企画、実行しています。

　今年度の後期は、他学年・他学科と

の交流を深めることをテーマにふらっ

と焼き芋、たこ焼きやパンケーキを食

べながら交流をした winter party、書

き初めを開催しました。

　焼き芋の会は、今年で 3 回目の開催

でした。今年は、焼き芋、じゃがいも、

マシュマロに加えてパイナップルも焼

いて食べました。このパイナップルが、

来年度以降の名物になっているかは、

ぜひイベントに足を運んで確かめに来

てください。今年は、約 60 名の学生

が参加してくれました。芋が焼けるま

での待ち時間には、集まった他学部・

他学年の学生との交流もできていまし

た。

　winter party で は た こ 焼 き や パ ン

ケーキを食べながら他学年・他学科と

の交流をしました。このイベントでは

大学生活の中で意外と忘れがちな季節

感を味わってもらうためにも、「冬」

を全面的に押し出したポスターを作成

しました。ちなみに追加で「蛸」とい

うポスターを掲示しました。実は「蛸」

と「凧」という掛詞的なつながりが「冬」

のイベントにたこ焼きを選んだ理由と

いうことにきっと気がついた人は少な

いと思います（笑）。イベント当日は、

午前中にたこ焼き、午後はおやつにパ

ンケーキを焼き、約 60 名の学生が趣

味や他学部などの話をして盛り上がり

ました。

　書き初めでは今年一年の抱負や去年

の反省を書いてもらい、おしるこや餅

などを食べながら楽しくコミュニケー

ションをとりました。

　学生の他にも、教員や職員の方もふ

らっと寄っていくので、趣味の話など

で今まで知らなかった一面を発見し、

身近に感じることができました。

 このようなイベントを開催する

ことで、サークル以外での他

学年・他学部との話す機会が増

え、その後も交流を深めることが

できればと考えています。また、

他学年・他学科との交流を通し

て、先輩に学校生活のことや

勉強、就職活動のこと、他学

科ではどのような取り組みを

しているのかを知ることができます。

様々なことを知ることで今後の活動を

広げていくことができる機会でもある

と思っています。

　去年の反省点であったイベントの参

加者が少なかった点は学内への呼びか

け、イベントの告知を変えた結果、よ

りふらっとルームを知ってもらうこと

ができ、改善できたと思います。今年

の反省点は一人では参加しにくいイベ

ントだったことです。来年度の課題と

して、一人でもふらっと寄れるような

イベントを企画、実行することだと考

えています。

 　これからも学生全体が楽しめるイベ

ントを企画し、実行していきますので、

協力してくれるサークルや、ぜひ一緒

にイベントを企画して実行してみたい

学生がいればふらっとルームへお越し

ください。お待ちしております。

12 ふらっとルームイベント報告



 　ふらっとルームでは、学生がふらっ

と立ち寄り、学校生活などでの相談が

できる他にも、学生自身がイベントを

企画、実行しています。

　今年度の後期は、他学年・他学科と

の交流を深めることをテーマにふらっ

と焼き芋、たこ焼きやパンケーキを食

べながら交流をした winter party、書

き初めを開催しました。

　焼き芋の会は、今年で 3 回目の開催

でした。今年は、焼き芋、じゃがいも、

マシュマロに加えてパイナップルも焼

いて食べました。このパイナップルが、

来年度以降の名物になっているかは、

ぜひイベントに足を運んで確かめに来

てください。今年は、約 60 名の学生

が参加してくれました。芋が焼けるま

での待ち時間には、集まった他学部・

他学年の学生との交流もできていまし

た。

　winter party で は た こ 焼 き や パ ン

ケーキを食べながら他学年・他学科と

の交流をしました。このイベントでは

大学生活の中で意外と忘れがちな季節

感を味わってもらうためにも、「冬」

を全面的に押し出したポスターを作成

しました。ちなみに追加で「蛸」とい

うポスターを掲示しました。実は「蛸」

と「凧」という掛詞的なつながりが「冬」

のイベントにたこ焼きを選んだ理由と

いうことにきっと気がついた人は少な

いと思います（笑）。イベント当日は、

午前中にたこ焼き、午後はおやつにパ

ンケーキを焼き、約 60 名の学生が趣

味や他学部などの話をして盛り上がり

ました。

　書き初めでは今年一年の抱負や去年

の反省を書いてもらい、おしるこや餅

などを食べながら楽しくコミュニケー

ションをとりました。

　学生の他にも、教員や職員の方もふ

らっと寄っていくので、趣味の話など

で今まで知らなかった一面を発見し、

身近に感じることができました。

 このようなイベントを開催する

ことで、サークル以外での他

学年・他学部との話す機会が増

え、その後も交流を深めることが

できればと考えています。また、

他学年・他学科との交流を通し

て、先輩に学校生活のことや

勉強、就職活動のこと、他学

科ではどのような取り組みを

しているのかを知ることができます。

様々なことを知ることで今後の活動を

広げていくことができる機会でもある

と思っています。

　去年の反省点であったイベントの参

加者が少なかった点は学内への呼びか

け、イベントの告知を変えた結果、よ

りふらっとルームを知ってもらうこと

ができ、改善できたと思います。今年

の反省点は一人では参加しにくいイベ

ントだったことです。来年度の課題と

して、一人でもふらっと寄れるような

イベントを企画、実行することだと考

えています。

 　これからも学生全体が楽しめるイベ

ントを企画し、実行していきますので、

協力してくれるサークルや、ぜひ一緒

にイベントを企画して実行してみたい

学生がいればふらっとルームへお越し

ください。お待ちしております。

13ふらっとルームイベント報告



保健センター　柳沢佳子

柳沢佳子先生

　今年の冬はインフルエンザが大流行

ですね。残念ながらかかってしまった

方も多いと思います。そこで初めて、

今まで利用したことのない保健セン

ターに足を運んだ方もいたようです。

　保健センターを訪れる学生さんに接

していて思うことは、体温計を自宅に

用意していない方が多い点です。保健

センターには数本の貸し出し用の体温

計はありますが、すぐに在庫がなく

なってしまいました。熱の出る病気は

風邪やインフルエンザだけではありま

せん。最近ではジカ熱、麻疹（はしか）

などの感染症のほか虫垂炎などでも熱

が出ます。是非、体温計を 1 本用意し

ていただきたいと思います。

学生の皆さんは「感染症に関する証明

書」をご存知でしょうか？

　学校感染症に罹患した時に、この証

明書を医療機関で記載してもらうと、

「特別欠席」や「追試」の手続きなど

が可能です。この存在を知らない学生

さんも多いようで、医療機関が発行す

る診断書様式で記入してもらう方も多

いです。

　医療機関によっては、「学校が定め

ている様式に記載する場合は文書料を

取らない」というところもあります（文

書料をとる医療機関あります）。この

時期に風邪で受診する場合はあらかじ

め、「感染症に関する証明書」を持っ

て受診することをお勧めします（ただ

し、指定感染症以外には使えません）。

証明書の様式は、学生ポータルサイト

のメニューバーの下の方にあります。

　ここをクリックするとダウンロード

とプリントアウトができます。自宅に

プリンターがない学生さんは、元気な

時に保健センターで様式をもらってお

くと安心かと思います。体温計、感染

症に関する証明書は自宅に備えておき

ましょう。

● 保健センターでは、けがや病気の応急処置だけではなく、生活習慣が理由で起

こる心身の不調の相談にものっています。「風邪をひきやすい」「体重が気になる」

「睡眠のことで困っている」など気軽に相談に来てくださいね。

　日ごろの健康管理がとても大事です。

感染症が流行する季節はうがいと手洗

いをしっかりと行いましょう。そして、

睡眠をとること、決まった時間に起き

ること、朝ご飯を食べること、適度に

体を動かすことがとても大事です。

　平成 28 年 4 月に実施した「学生定

期健康診断」の中で、学生の皆さんに

保健調査に回答してもらいました。そ

の結果、「平日毎朝朝食を食べる」と

答えた学生は 51.1%、朝食を食べるこ

とで体温が上がり免疫力もアップしま

す。また、記憶力もアップするという

研究報告もあるようです。日ごろから

バナナ 1 本でも良いので何かしら食べ

るようにしたいですね。

　それから、今回の保健調査では学生

さんの睡眠障害についても調査しまし

た。その結果何らかの睡眠障害を抱え

る学生さんが 57.2％もいました。また、

朝食を摂取しない学生さんでは何らか

の睡眠障害を抱える方が有意に多く見

られました。睡眠が上手く取れないと、

免疫力も低下します。朝食をとること

で睡眠も改善し免疫力もアップしま

す。一石二鳥です。また、良い睡眠を

とるには「起床時間を一定にすること」

「昼寝を 15 分以内」にすることも大事

です。起床時間を決めている学生さん

は 42.5％、昼寝を１時間以上する学生

さんが 16.1％いました。情報大生の睡

眠の問題はまだまだ改善の余地があり

そうです。

14 保健センターより



よりフィルム代と現像代はかからないら

しい。しかしフィルムサイズが上がると

機材が重くなるので体力勝負のようだ。

帰りに、雲海チェックで大観峰に寄って

いる。ここも撮影ポイントで良く見る人

がいる。以前、話をしたことがある人は

北九州から２時間ぐらいかけて朝の時間

に撮って帰るらしい。自分のことを棚に

あげて、酔狂なことだと呆れているのが

度し難い。季節に合わせて仙酔峡のミヤ

マキリシマ、二重峠の豊後街道の石畳、

大観峰からの雲海、南阿蘇の根子岳、菊

池渓谷、高千穂峡、垂玉地獄、椎葉、高

森の千本桜と回っているらしい。マゼノ

渓谷は、紅葉とともに春のサクラ、新緑

も絶品らしい。とは言っても使えないゴ

ミポジを大量生産しているのが現実であ

ろう。休みの日は、工士さんで作っても

らったロードレーサで川尻旧道までそば

を食いに行くようだ。早く行かないと日

曜限定 10 枚の一番粉を使ったそばが食

べられないので先を急いでいる。近くに

は河尻神宮があり、神宮内の能舞台改装

後に開催された山下洋輔さんのジャズコ

ンサートを見に行った能楽殿があるらし

い。同時期には日本のウッドストックと

も言われたアスペクタの BEAT CHILD と

いい面白いイベントをやる土地柄だ。暴

風雨の中のイベント、今では開催できな

　とある早朝というか深夜、彼はミルク

ロードからラピュタの道を横目に見なが

ら、かぶと岩展望所を抜けマゼノ渓谷に

向けて KP61 を走らせる。この時はまだ

ラピュタの道という名前は有名でなかっ

たが、出勤前に紅葉の写真を撮りに行く

のが目的である。側道に入り車一台分の

ダートを楽しげに走る。対向車が来ると

危ないので窓を少し開け他の車の音を聞

いているようだ。しかし気を抜くとたま

に土手に突っ込むことがある。とりあえ

ず崖から落ちた事は無いようだ。この前、

土手に突っ込んで牧場の人にトラクター

で引っ張り出してもらったのは愛嬌だ。

懲りずに何回もスタックして事故処理

レッカー車のお世話になっているらし

い。そのため事故レッカーは現金払いが

基本なのでその代金分の現金を用意して

いるのは内緒だ。紅葉を撮る場所も車を

止めるスペースは無い。通行の車がない

ことに気をつけながら撮影ポイントで朝

日を待っている。ちょうど良い状態で太

陽が上がってくれればよいが、そうでな

い時はさっさと店じまいをして帰るよう

だ。前は、せっかく来たからと何枚か撮っ

て帰っていたが、ゴミを生産するために

フィルムを使うのは惜しいので今は何も

せずに帰る。撮影までの準備手順が多く

気楽に撮れない中版以上のほうが、135

情報メディア学部　教授

いと遠い目になっている。

　最近は体力の衰えのためと写真機材の

費用が捻出できないのか、お手軽機材を

使って近場でしか撮っていないようだ。

もっぱら仕事から帰って夕食の準備をす

るついでに嗜む酒が楽しみか。江別の酒

屋には、なぜこれが置いているのかよく

わからない酒があるようだ。数年前、野

幌の酒店にイチローズモルトが数本ひっ

そりと置かれているのを発見して全部買

い占めていったらしい。この時の値段は

プレミアが付く以前の値段で、ほぼ定価

だったが今では数倍に跳ね上がってい

る。といっても既に中身はない。正月に

帰省した時には、新千歳空港のバーで、

肥土伊知郎氏のサイン入りボトルが奥の

列にディスプレイされていたのを通路か

ら目ざとく見つけ、メニューには載って

いなかったが飲ませてもらっていた。残

念ながらカードシリーズではなくリーフ

シリーズではあるが。楽しみといえばこ

れから出る予定の、山崎ワイナリーのス

パークリング、厚岸蒸溜所のウイスキー、

そしてきたしずくの酒らしい。

　最近では寄る年波には勝てず、小さな

電子回路を使う時にサージカルルーペみ

たいなものを買おうかどうか迷っている

らしい。視野径が大きく焦点深度が深く

歪の少ないものは高いし、買ったらマケ

な気がするらしく、唸りだしてはや数年。

その前に、シニアレンズの中近用レンズ

だけじゃなくて、近用ワイドビジョンレ

ンズのほうが先だろうと天の声が。

15先生の裏の顔　守先生



ないことで生活リズムが乱れたり、不

規則な食生活が原因で体調を崩してし

まうケースも見受けられます。

　学生にきちんと朝食をとる習慣づけ

ができればと 1 コイン（100 円）でこ

の運動を実施しています。

　江別市に所在する 4 大学（本学、酪

農学園大学、札幌学院大学、北翔大学）

の共同企画「食生活改善運動 1 コイン

（100 円）朝食」が 10 月 26 日（水）

から 28 日（金）まで行われました。

　この運動も、今回で18 回目（平成 20

年度から春･秋に実施）を迎えました。

朝食は、心身共に健康な学生生活を送

るための基礎になります。しかし、親

元から離れて生活していると、だんだ

ん健全な食生活から離れ、朝食をとら

べてきました。朝からしっかりとした食

事を、しかも十分なボリュームを食べ

ることが出来、大 変 嬉しい内容でし

た。

　1 コイン朝食に参加すると、普段の

食生活が乱れていることに気づき、改

善していこうという気持ちにさせてくれ

ました。また次回も参加していきたい

と思いました。    （江良 周悟）

　本学の学生には、一人暮らしで自炊

をしている学生が多いです。しかし、

朝ごはんをとらないことは生活リズム

が乱れることにつながります。私もそ

の中の一人で、朝起きれなかったりと

朝ごはんをとることが減り、しっかりと

した食生活や普段の生活を送れていま

せんでした。

　この 1 コイン朝食に行き、実際に食

秋の食生活改善運動

秋の食生活改善運動（１コイン朝食）が実施されました

3日間のメニュー

10 月 28 日（中華メニュー）

鶏の唐揚甘酢あんかけ、揚げギョー

ザ、野菜ナムル、中華スープ、チャー

ハン、杏仁フルーツ、牛乳または

オレンジジュース

10 月 26 日（和食メニュー）

豚の生姜焼き、揚出し豆腐、厚焼

玉子、ポテトサラダ、ご飯、味噌汁、

漬物、ゼリー、牛乳またはオレン

ジジュース

編集隊から
食堂の様子

16 秋の食生活改善運動



　

　11 月 29 日（火）

には全作品を集めての「総選挙」が行

われ、各

月に選ば

れた作品

は仕上げ

に入ります。

　表紙や裏表紙、メンバー紹介の担当

者もデータを揃えて、デザインをはじ

めます。一番大変なのは、全カレンダー

の月ごとのデータを作り、ビジュアル

を配置して印刷データを完成させるデ

ザイナーです。

　そして、事務局の２回の校正で正確

な文字情報を完成させ、12 月中旬に

印刷会社にお願いしました。その後も

最終校正を経て、印刷が出来上がった

のは 2月 17 日（金）でした。

　来年度のＨＩＵカレンダーを作るプ

ロジェクトは、2016 年９月 20 日（火）

18：00 より始まりました。

　夏休み前より、校内に貼り出した

「カレプロ隊員・募集」ポスターの指

示通り、ドレスコード = サングラス着

用で大勢が集まってきました。情報メ

ディア学科の１年生から４年生まで

20 人あまりが集合。まずは、プロジェ

クトの役割分担、各月のビジュアル分

担を決めます。複数の希望者が、同じ

月にたくさんの作品で挑戦します。

　今回はカレンダーのサイズが変わる

ため、全体のデザインも変更しました。

このデザインの担当も決めなければな

りません。

　11月には、全体のデザインが決まり、

それに合わせたビジュアルが集まって

きました。

今回

のカレン

ダーも力作揃

い。情報大学の学

生の多彩なビジュアル

表現をふんだんに盛り込

み、大学の一年間のスケジュー

ルや行事を分かりやすくまとめた

「HIU カレンダー 2017」。ぜひ、皆さ

んお使いください。

2017年度のＨＩＵカレンダーができました！

2 0 1 7  H I U
C A L E N D A R
is completed !

17HIU カレンダーができました



ゼ ミ 紹 介

明神ゼミ 経営情報学部
先端経営学科

清水ゼミ 医療情報学部
医療情報学科

宮西ゼミ 情報メディア学部
情報メディア学科

　３年生が1年経過した明神ゼミは「デ

ジタルビジネス」の研究室です。

　新しい「売り手」と「買い手」を繋

いで革新的な価値を創り出すのがデジ

タルビジネス。消費者目線を持った学

生が起業するにはもってこいの特徴を

有しています。

　例えば、A君は野球グローブ。カタロ

グを見ながら自分の手に合うかわから

を取りたいが、何を取ればよいのかわ

からない。そこで既得者と挑戦者を繋

いで何が適した資格なのか、取得方法

を解説し、取得に至るまでフォローする

資格取得支援サービスを考えました。

　自分のこだわりや強みを生かした就

職先のデジタルビジネスを創り出す体

験を卒論にしていきます。

　デジタルビジネスは苦しいビジネス

を自分の夢を叶えるワクワクするものへ

と変身させます。明神ゼミで楽しい「自

分みつけの旅」に出かけましょう。

ないままに購入し

ているのが現状で

す。握手ロボット

で握力や手の大き

さを計測するIoTの

活用と、野球部経

験者から中学生に

助言を送る安心安

全なコミュニティ形成を考えました。

　B君はバイトに忙しくて時間に追われ

ている毎日。睡眠時間を短縮できない

かと考えた。まず、アプリで現状の睡眠

を分析して就寝時間、睡眠環境、起床

時間など対策を提案。

　個人別のタイムマネジメントを行うも

の。

　C君は卒業までに就職で有利な資格

　138研究室は平成28年度スタートの

新しいゼミで、現在、医療情報学科の3

年生が4名在籍しています。

　主に臨床工学に関連した医療技術

（生体情報モニタリングや生命維持管理

装置、医療機器安全管理など）とIT技

術とをクリエイティブな発想をもって融

合させ、医療の現場に新しい提案をす

搬・保管システムの開発、などがあり

ます。できるだけ早期にいい成果を出

そうとゼミ生一同張り切っています。　

「まだ見ぬ誰か（患者さんやご家族）を

も幸せにしたい」。そんな気持ちで頑

張っています。SIDS（乳幼児突然死症

候群）予防や医療過疎地域における医

療資源（高度医療機器）の適正配置な

どにも取り組んでいきます。

　現時点では少人数ということもあって

学外での活動も少ないのですが、医療

機器関連企業に見学に行ったり、学会

に参加したりしました。来年度人数が増

えたら、ゼミ合宿やフィールドワークに

出たいと考えています。

ることをひとつの目標としています。

　現在の取り組みとしては、医療機関

における病院食誤配膳防止システムの

開発、認知症作業療法中の生体情報の

変化を基に各々に最適作業を提供する

取り組み、地理情報システムを活用し

たAED配置の最適化についての検討、

温度管理が必要な医療用デバイスの運

　宇宙に興味がある、宇宙大好き、宇

宙の勉強がしたい、将来は宇宙に関係

した仕事をしたいという学生が集まって

います。ゼミで何をするかはみんなで

決めます。私たちの身の回りにあるも

のから宇宙の果てまですべてがゼミの

テーマになります。ロケットや人工衛

星・探査機などの宇宙開発だけでなく、

地震・火山や台風・集中豪雨、森林破

当にやりたいことを見つけるのを期待し

ています。

　宇宙を勉強した学生は就活で困らな

いと言われています。その理由は、チー

ムワークがよい、フィールドワークを経

験している、プログラミングからデータ

ベース、画像処理などあらゆることを経

験しているからです。大学に来てよかっ

たと思えるような活動をゼミでやってみ

ませんか？

壊や環境変動などの監視、GPS衛星に

よる位置情報を活用したスマートフォン

アプリの開発などをゼミで行ってきまし

た。

　ゼミ学生の活動場所はeDCタワー 5階

の「宇宙情報センター」です。センター

に、人工衛星・惑星探査機データベー

スサーバ、Skype会議システム、データ

処理PCなどを設置しています。今の地

球や惑星の環境調査・監視、システム・

アプリ開発、企業との会

議などを行っています。

最先端の情報に触れるだ

けでなく、企業との共同

開発にゼミ学生が関わる

ことで卒業後に自分が本

　宮西ゼミは、2016年4月に開講され

た新しいゼミで、1期生として3年生の

学生が2名入り、ゲーム研究とゲームデ

ザイン、ゲームプログラミングを主な

テーマとして活動をしています。

　今年度は、まずデジタルゲームに関

する学術的な先行研究について学び、

そこで学んだ知識を使って、遊んだこと

のあるゲームを分析し、ゼミの中で発

表する、という活動をしました。分析す

方法を使ってゼミのみんなで一緒に話

し合いながらアイディアを出していくと

いう活動をしました。時には、昔遊ん

だゲームの思い出話なども出て、楽し

みながら活動しています。ゲームは楽

しむためのものなので、作る側も楽し

んで作るのが、良いゲームを作るため

には必要だと考えています。

　2017年度からは1期生が4年生にな

り、活動はゲームプログラミングへと移

行するので、どのようなゲームが出来

上がっていくのか、とても楽しみにして

います。

るゲームは学生自身が好きなものを選

びます。今年度はスマートフォン向け

ゲームや、ピンクの丸いキャラクターが

登場する人気アクションゲームについて

の分析が行われ、それぞれ個性的な発

表が行われました。

　ゲームの分析が終わったあとは、

「ゲームの内容を考える」というゲーム

デザインの方法について学びますが、

方法を学ぶだけでなく、実際に学んだ
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ゼ ミ 紹 介

明神ゼミ 経営情報学部
先端経営学科

清水ゼミ 医療情報学部
医療情報学科

宮西ゼミ 情報メディア学部
情報メディア学科

　３年生が1年経過した明神ゼミは「デ

ジタルビジネス」の研究室です。

　新しい「売り手」と「買い手」を繋

いで革新的な価値を創り出すのがデジ

タルビジネス。消費者目線を持った学

生が起業するにはもってこいの特徴を

有しています。

　例えば、A君は野球グローブ。カタロ

グを見ながら自分の手に合うかわから

を取りたいが、何を取ればよいのかわ

からない。そこで既得者と挑戦者を繋

いで何が適した資格なのか、取得方法

を解説し、取得に至るまでフォローする

資格取得支援サービスを考えました。

　自分のこだわりや強みを生かした就

職先のデジタルビジネスを創り出す体

験を卒論にしていきます。

　デジタルビジネスは苦しいビジネス

を自分の夢を叶えるワクワクするものへ

と変身させます。明神ゼミで楽しい「自

分みつけの旅」に出かけましょう。

ないままに購入し

ているのが現状で

す。握手ロボット

で握力や手の大き

さを計測するIoTの

活用と、野球部経

験者から中学生に

助言を送る安心安

全なコミュニティ形成を考えました。

　B君はバイトに忙しくて時間に追われ

ている毎日。睡眠時間を短縮できない

かと考えた。まず、アプリで現状の睡眠

を分析して就寝時間、睡眠環境、起床

時間など対策を提案。

　個人別のタイムマネジメントを行うも

の。

　C君は卒業までに就職で有利な資格

　138研究室は平成28年度スタートの

新しいゼミで、現在、医療情報学科の3

年生が4名在籍しています。

　主に臨床工学に関連した医療技術

（生体情報モニタリングや生命維持管理

装置、医療機器安全管理など）とIT技

術とをクリエイティブな発想をもって融

合させ、医療の現場に新しい提案をす

搬・保管システムの開発、などがあり

ます。できるだけ早期にいい成果を出

そうとゼミ生一同張り切っています。　

「まだ見ぬ誰か（患者さんやご家族）を

も幸せにしたい」。そんな気持ちで頑

張っています。SIDS（乳幼児突然死症

候群）予防や医療過疎地域における医

療資源（高度医療機器）の適正配置な

どにも取り組んでいきます。

　現時点では少人数ということもあって

学外での活動も少ないのですが、医療

機器関連企業に見学に行ったり、学会

に参加したりしました。来年度人数が増

えたら、ゼミ合宿やフィールドワークに

出たいと考えています。

ることをひとつの目標としています。

　現在の取り組みとしては、医療機関

における病院食誤配膳防止システムの

開発、認知症作業療法中の生体情報の

変化を基に各々に最適作業を提供する

取り組み、地理情報システムを活用し

たAED配置の最適化についての検討、

温度管理が必要な医療用デバイスの運

　宇宙に興味がある、宇宙大好き、宇

宙の勉強がしたい、将来は宇宙に関係

した仕事をしたいという学生が集まって

います。ゼミで何をするかはみんなで

決めます。私たちの身の回りにあるも

のから宇宙の果てまですべてがゼミの

テーマになります。ロケットや人工衛

星・探査機などの宇宙開発だけでなく、

地震・火山や台風・集中豪雨、森林破

当にやりたいことを見つけるのを期待し

ています。

　宇宙を勉強した学生は就活で困らな

いと言われています。その理由は、チー

ムワークがよい、フィールドワークを経

験している、プログラミングからデータ

ベース、画像処理などあらゆることを経

験しているからです。大学に来てよかっ

たと思えるような活動をゼミでやってみ

ませんか？

壊や環境変動などの監視、GPS衛星に

よる位置情報を活用したスマートフォン

アプリの開発などをゼミで行ってきまし

た。

　ゼミ学生の活動場所はeDCタワー 5階

の「宇宙情報センター」です。センター

に、人工衛星・惑星探査機データベー

スサーバ、Skype会議システム、データ

処理PCなどを設置しています。今の地

球や惑星の環境調査・監視、システム・

アプリ開発、企業との会

議などを行っています。

最先端の情報に触れるだ

けでなく、企業との共同

開発にゼミ学生が関わる

ことで卒業後に自分が本

　宮西ゼミは、2016年4月に開講され

た新しいゼミで、1期生として3年生の

学生が2名入り、ゲーム研究とゲームデ

ザイン、ゲームプログラミングを主な

テーマとして活動をしています。

　今年度は、まずデジタルゲームに関

する学術的な先行研究について学び、

そこで学んだ知識を使って、遊んだこと

のあるゲームを分析し、ゼミの中で発

表する、という活動をしました。分析す

方法を使ってゼミのみんなで一緒に話

し合いながらアイディアを出していくと

いう活動をしました。時には、昔遊ん

だゲームの思い出話なども出て、楽し

みながら活動しています。ゲームは楽

しむためのものなので、作る側も楽し

んで作るのが、良いゲームを作るため

には必要だと考えています。

　2017年度からは1期生が4年生にな

り、活動はゲームプログラミングへと移

行するので、どのようなゲームが出来

上がっていくのか、とても楽しみにして

います。

るゲームは学生自身が好きなものを選

びます。今年度はスマートフォン向け

ゲームや、ピンクの丸いキャラクターが

登場する人気アクションゲームについて

の分析が行われ、それぞれ個性的な発

表が行われました。

　ゲームの分析が終わったあとは、

「ゲームの内容を考える」というゲーム

デザインの方法について学びますが、

方法を学ぶだけでなく、実際に学んだ
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　平成28年度北海道情報大学公開講

座にご参加いただき、まことにありが

たく、厚く御礼申しあげます。おかげ

をもちまして、全 31  講座にたくさん

のご参加をいただき、無事終了するこ

とができましたことをご報告させてい

ただきます。

　今後も本学の社会教育活動にご理解

とご支援を賜りますようお願い申し上

げます。

・全31講座 33回実施

・総参加人数 407名

･【公開イベント】
ミステリー×大学

・全1回　・参加費無料
・参加人数　一般64名
・当日自由参加型
　参加人数は概数

・アクティブリスニング
（解決志向アプローチ:SFA等）
を体験する　～現代におけるコ
ミュニケーションの問題性とそ
の解決法

・全1回　・参加費1,000円

・教員免許状更新講習との
・参加人数　一般6名

　合同開催

No.3 ・ＩＴでサポートするわたし
のからだ　
～スマホアプリで健康に！～

・全1回　・参加費500円

・参加人数　一般7名

No.4 ・自分がわかる教育カウン
セリング体験（基礎講座）

・全1回　・参加費1,000円
・参加人数　一般9名
・教員免許状更新講習との
　合同開催

No.5 ・デジタルビジネス閑話①　
「デジタルと情報社会」

・全1回　・参加費500円
・参加人数　一般10名

No.6 ・情報を食べる　～おいし
さの秘訣は“情報”！？～

・全1回　・参加費500円
・参加人数　一般9名

No.7 ・デジタルビジネス閑話②
「e-ビジネスからデジタル
ビジネスへ」

・全1回　・参加費500円
・参加人数　一般13名

No.13

・ミステリーを10倍楽し
く読む方法　～日本ミス
テリーの特徴を知ろう～

・全1回　・参加費500円
・参加人数　一般28名

No.14

・暗号の世界への招待　
～身の周りは暗号だらけ～

・全1回　・参加費500円
・参加人数　一般12名

No.20

・お手軽プログラミング
～スマートフォンアプリ
（Android）を作ってみ
よう～

・全1回　・参加費3,000円
・参加人数　一般10名

No.21

・ネット社会を支える
セキュリティ技術　
～パソコンで体験する暗
号の仕組み～

・全1回　・参加費3,000円
・参加人数　一般3名

No.28

No.27

No.8 ・さらに自分がわかる
教育カウンセリング体
験（応用講座）

・全1回　・参加費1,000円
・参加人数　一般4名

No.9

・教員免許状更新講習との
合同開催

No.10

・よみなおす
『赤毛のアン』　
～カナダ東海岸の文化に
ふれる～

・全1回　・参加費500円

・参加人数　一般14名

No.11

・食と認知機能　
～認知症なんて怖くない
！はつらつシニアライフ
にむけて～

・全1回　・参加費500円
・参加人数　27名

No.12

・夏休み自由研究教室こども
ビデオ講座　
～めざせ映像監督！広がる自
分ワールド～

・全2回　・参加費無料

・参加人数　小学3年生～
　　　　　　　小学6年生12名

No.15

・MS Officeを

・全1回　・参加費3,000円

親子16組　40名　

No.16

・夏休み自由研究教室
～ロボットで科学を学ぼう
・小学生編～

・全1回　・参加費無料
・参加人数

小学校高学年と保護者

No.17

・夏休み自由研究教室　
～ロボットで科学を学ぼう
・中学生編～

・全1回　・参加費無料

・参加人数 　中学生9名

No.18

・心を打つ英語スピーチ
を味わう　
～キング牧師の
「I Have a Dream」～

・全1回　・参加費500円
・参加人数　一般12名

No.19

・デジタルビジネス閑話③
「デジタルビジネスを知る」

・全1回　・参加費500円
・参加人数　一般9名

No.22

・MS Officeを使いこなす
（秋期１）使いこなす（夏期）

・全1回　・参加費3,000円
・参加人数　一般1名
・教員免許状更新講習との

合同開催

・参加人数　一般4名
・教員免許状更新講習との

合同開催

・教員免許状更新講習との
合同開催

No.29

・図形や方程式と複素数

・全1回　・参加費1,000円
・参加人数　一般2名

No.23 No.30

・食と免疫機能　
～食事バランスで病気に
負けないカラダづくり～

・全1回　・参加費500円
・参加人数 　20名

No.24 No.31

・画像検査の最前線　
～人のようにみる・人が見
られないものをみる～

・全1回　・参加500円
・参加人数　一般7名

No.25

・ようこそ遺伝子の世界へ
・10万円でわかるDNA
～1000ドルゲノム時代が
　やってくる～

・全1回　・参加費500円

・参加人数　一般16名

No.26

No.1

No.2

平成28年
北海道情報大学
公開講座
終了報告

度

・MS Officeを使いこなす
(秋期２)

・全1回　・参加費3,000円

・参加人数　一般1名

・惑星探査機「あかつき」
と「はやぶさ２」
～チャレンジに終わりはな
い～

・全1回　・参加費500円
・参加人数　一般24名

・教員免許状更新講習との
合同開催

・デジタルビジネス閑話④
「デジタルビジネスとこれ
からの社会」

・全1回　・参加費500円
・参加人数 　一般11名

・心を打つ英語スピーチを
　味わう　
～オバマ大統領の2015年一
　般教書演説～

・全1回　・参加500円
・参加人数　一般7名

・フォトムービーを作成
しよう　
～Windowsムービーメ
ーカーの使い方～

・全2回　・参加費3,000円

・参加人数　一般8名

・集団・組織づくりに
役立つ教育カウンセリ
ング講座　～SGE体験～

・全1回　・参加費1,000円
・参加人数　一般8名
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　平成28年度北海道情報大学公開講

座にご参加いただき、まことにありが

たく、厚く御礼申しあげます。おかげ

をもちまして、全 31  講座にたくさん

のご参加をいただき、無事終了するこ

とができましたことをご報告させてい

ただきます。

　今後も本学の社会教育活動にご理解

とご支援を賜りますようお願い申し上

げます。

・全31講座 33回実施

・総参加人数 407名

･【公開イベント】
ミステリー×大学

・全1回　・参加費無料
・参加人数　一般64名
・当日自由参加型
　参加人数は概数

・アクティブリスニング
（解決志向アプローチ:SFA等）
を体験する　～現代におけるコ
ミュニケーションの問題性とそ
の解決法

・全1回　・参加費1,000円

・教員免許状更新講習との
・参加人数　一般6名

　合同開催

No.3 ・ＩＴでサポートするわたし
のからだ　
～スマホアプリで健康に！～

・全1回　・参加費500円

・参加人数　一般7名

No.4 ・自分がわかる教育カウン
セリング体験（基礎講座）

・全1回　・参加費1,000円
・参加人数　一般9名
・教員免許状更新講習との
　合同開催

No.5 ・デジタルビジネス閑話①　
「デジタルと情報社会」

・全1回　・参加費500円
・参加人数　一般10名

No.6 ・情報を食べる　～おいし
さの秘訣は“情報”！？～

・全1回　・参加費500円
・参加人数　一般9名

No.7 ・デジタルビジネス閑話②
「e-ビジネスからデジタル
ビジネスへ」

・全1回　・参加費500円
・参加人数　一般13名

No.13

・ミステリーを10倍楽し
く読む方法　～日本ミス
テリーの特徴を知ろう～

・全1回　・参加費500円
・参加人数　一般28名

No.14

・暗号の世界への招待　
～身の周りは暗号だらけ～

・全1回　・参加費500円
・参加人数　一般12名

No.20

・お手軽プログラミング
～スマートフォンアプリ
（Android）を作ってみ
よう～

・全1回　・参加費3,000円
・参加人数　一般10名

No.21

・ネット社会を支える
セキュリティ技術　
～パソコンで体験する暗
号の仕組み～

・全1回　・参加費3,000円
・参加人数　一般3名

No.28

No.27

No.8 ・さらに自分がわかる
教育カウンセリング体
験（応用講座）

・全1回　・参加費1,000円
・参加人数　一般4名

No.9

・教員免許状更新講習との
合同開催

No.10

・よみなおす
『赤毛のアン』　
～カナダ東海岸の文化に
ふれる～

・全1回　・参加費500円

・参加人数　一般14名

No.11

・食と認知機能　
～認知症なんて怖くない
！はつらつシニアライフ
にむけて～

・全1回　・参加費500円
・参加人数　27名

No.12

・夏休み自由研究教室こども
ビデオ講座　
～めざせ映像監督！広がる自
分ワールド～

・全2回　・参加費無料

・参加人数　小学3年生～
　　　　　　　小学6年生12名

No.15

・MS Officeを

・全1回　・参加費3,000円

親子16組　40名　

No.16

・夏休み自由研究教室
～ロボットで科学を学ぼう
・小学生編～

・全1回　・参加費無料
・参加人数

小学校高学年と保護者

No.17

・夏休み自由研究教室　
～ロボットで科学を学ぼう
・中学生編～

・全1回　・参加費無料

・参加人数 　中学生9名

No.18

・心を打つ英語スピーチ
を味わう　
～キング牧師の
「I Have a Dream」～

・全1回　・参加費500円
・参加人数　一般12名

No.19

・デジタルビジネス閑話③
「デジタルビジネスを知る」

・全1回　・参加費500円
・参加人数　一般9名

No.22

・MS Officeを使いこなす
（秋期１）使いこなす（夏期）

・全1回　・参加費3,000円
・参加人数　一般1名
・教員免許状更新講習との

合同開催

・参加人数　一般4名
・教員免許状更新講習との

合同開催

・教員免許状更新講習との
合同開催

No.29

・図形や方程式と複素数

・全1回　・参加費1,000円
・参加人数　一般2名

No.23 No.30

・食と免疫機能　
～食事バランスで病気に
負けないカラダづくり～

・全1回　・参加費500円
・参加人数 　20名

No.24 No.31

・画像検査の最前線　
～人のようにみる・人が見
られないものをみる～

・全1回　・参加500円
・参加人数　一般7名

No.25

・ようこそ遺伝子の世界へ
・10万円でわかるDNA
～1000ドルゲノム時代が
　やってくる～

・全1回　・参加費500円

・参加人数　一般16名

No.26

No.1

No.2

平成28年
北海道情報大学
公開講座
終了報告

度

・MS Officeを使いこなす
(秋期２)

・全1回　・参加費3,000円

・参加人数　一般1名

・惑星探査機「あかつき」
と「はやぶさ２」
～チャレンジに終わりはな
い～

・全1回　・参加費500円
・参加人数　一般24名

・教員免許状更新講習との
合同開催

・デジタルビジネス閑話④
「デジタルビジネスとこれ
からの社会」

・全1回　・参加費500円
・参加人数 　一般11名

・心を打つ英語スピーチを
　味わう　
～オバマ大統領の2015年一
　般教書演説～

・全1回　・参加500円
・参加人数　一般7名

・フォトムービーを作成
しよう　
～Windowsムービーメ
ーカーの使い方～

・全2回　・参加費3,000円

・参加人数　一般8名

・集団・組織づくりに
役立つ教育カウンセリ
ング講座　～SGE体験～

・全1回　・参加費1,000円
・参加人数　一般8名
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大学主要行事など  ＜7月1日～1月31日＞  10月： 北海道  8会場（函館、帯広、旭川、北見、札幌、中標津、釧路、枝幸）
 11月： 北海道25会場（知内、札幌南、旭川、紋別、苫小牧、函館、新札幌（2）、室蘭、深川、札幌（3）、北

見、せたな、大樹、札幌北（3）、釧路、帯広、江差、八雲、浦河、静内）
 12月： 北海道  7会場（名寄、七飯、札幌（2）、帯広、網走、旭川）
 1月： 北海道  2会場（紋別、中標津）
  青森県  1会場（青森）

《高校内ガイダンス》
 7月： 北海道　6校（北照高校、帯広北高校、羅臼高校、標津高校、釧路明輝高校、釧路江南高校）
  東京都　1校（杉並学院高校）
  神奈川県1校（関東学院六浦高校）
 8月： 北海道　3校（岩見沢西高校、帯広三条高校、日本語学院札幌本校）
 9月： 北海道　4校（本別高校、北星学園大学附属高校、旭川藤女子高校、おといねっぷ美術工芸

高校）
 10月： 北海道　7校（千歳北陽高校、札幌大谷高校、藤女子高校、海星学院高校、北海道栄高校、北

星学園女子高校、北広島西高校）
  埼玉県　1校（浦和麗明高校）
  東京都　1校（杉並学院高校）
 11月： 北海道　9校（伊達緑丘高校、とわの森三愛高校、北見藤女子高校、小樽桜陽高校、江別高

校、寿都高校、帯広大谷高校、旭川大学高校、札幌龍谷学園高校）
  千葉県　1校（千葉黎明高校）
  東京都　3校（関東第一高校、昭和第一高校、東海大学菅生高校）
 12月： 北海道　8校（札幌北斗高校、遺愛女子高校、札幌第一高校、海星学院高校、札幌創成高校、

武修館高校、北海道科学大学高校、上川高校）
  青森県　1校（三沢商業高校）
  神奈川県2校（横浜創学館高校、相洋高校）
 1月： 北海道　1校（穂別高校）

《高校内進路講演会》
 7月： 北海道　4校（北海道栄高校、札幌英藍高校、釧路明輝高校、訓子府高校）
 9月： 北海道　4校（千歳北陽高校、おといねっぷ美術工芸高校、遺愛女子高校、羽幌高校）
 10月： 北海道　9校（音更高校、函館大妻高校、南幌高校、函館工業高校（定時制）、倶知安農業高

校、鹿追高校、霧多布高校、旭川龍谷高校、白樺学園高校）
 11月： 北海道　7校（広尾高校、倶知安高校、函館大学付属有斗高校、富川高校、旭川龍谷高校、札

幌東豊高校、旭川商業高校）
 12月： 北海道　8校（函館商業高校、中標津高校、留寿都高校、別海高校、釧路商業高校、穂別高

校、美瑛高校、伊達高校）
 1月： 北海道　2校（札幌英藍高校、蘭越高校）

《高校出張講義》
 7月： 北海道　7校（飛鳥未来高校（札幌キャンパス）、斜里高校、釧路明輝高校、標津高校、苫小

牧高等商業学校、遠軽高校、美瑛高校）
 8月： 北海道　1校（平取高校）
 9月： 北海道　1校（北海道科学大学高校）
 10月： 北海道　6校（千歳北陽高校、白樺学園高校、海星学院高校、深川西高校、北海学園札幌高

校、釧路明輝高校）
 11月： 北海道　8校（上ノ国高校、月形高校、札幌山の手高校、雄武高校、江別高校、美瑛高校、札

幌清田高校、札幌啓北商業高校）
 12月： 北海道　2校（中標津高校、寿都高校）

《高校訪問》
 7月： 北海道149校、埼玉県4校、千葉県2校、東京都3校、神奈川県2校、大分県1校
 9月： 北海道221校、埼玉県5校、千葉県1校、東京都4校、神奈川県4校
 10月： 北海道145校、秋田県19校、東京都3校
 11月： 北海道69校、埼玉県2校、千葉県2校、東京都2校、神奈川県4校
 12月： 北海道204校
 1月： 北海道94校、埼玉県4校、千葉県2校、東京都4校、神奈川県2校

《オープンキャンパス》
 7月 17日 （日） 本学
 7月 24日 （日） 本学
 7月 31日 （日） 本学
 8月 6日 （土） 北見、帯広
 8月 7日 （日） 旭川、釧路、函館
 8月 21日 （日） 本学
 8月 28日 （日） 本学
 9月 18日 （日） 本学
 10月 9日 （日） 本学
 11月 13日 （日） 本学

《キャンパス見学会・大学説明会》
 12月 4日 （日） 本学
 12月 18日 （日） 本学
 1月 21日 （土） 本学
 1月 29日 （日） 本学

◇北海道情報大学通信教育部　入学説明会；本学独自◇
 7月 ：8会場（札幌、東京（3）、名古屋、大阪、福岡、大分）
 9月 ：6会場（本学（2）、東京（4））
 10月 ：2会場（本学、東京）
 12月 ：5会場（本学、東京（2）、名古屋、大阪）
◇北海道情報大学通信教育部　合同入学説明会；私立大学通信教育協会主催◇
 8月 ：2会場（名古屋、大阪）
 9月 ：3会場（札幌、福岡、東京）

◆◆　主な来学者　◆◆

《国際交流関係》
 7月 4日 ～ 8月5日 タイ国 ラジャマンガラ工科大学 タンヤブリ校
   日本語研修（ジッタラ先生1名）

《大学機関別認証評価実地調査関係》
 10月 6日 （木）～7日（金） 「（公財）日本高等教育評価機構」（2名）
   「平成28年度大学機関別認証評価の評価員」（5名）

《広報室来学者》
 7月 1日 （金） 高校教員バス見学会（教員13名）
 7月 13日 （水） 札幌市立中の島中学校（大学見学：生徒47名、教員2名）
 7月 21日 （木） 札幌平岡高校（大学見学：生徒37名、教員1名）
 7月 21日 （木） 函館大学付属有斗高校（教員1名）
 9月 1日 （木） 紋別市立潮見中学校（大学見学：生徒1名）
 9月 2日 （金） 札幌東豊高校（大学見学：生徒75名、教員3名）
 9月 9日 （金） 札幌市立北白石中学校（大学見学：生徒31名、教員1名）
 9月 9日 （金） 札幌厚別高校（大学見学：生徒28名、教員2名）
 9月 30日 （金） 野幌高校（大学見学：生徒44名）
 10月 6日 （木） 千歳北陽高校（大学見学：生徒4名、教員1名）
 10月 12日 （水） 江別高校（大学見学：生徒50名）
 10月 17日 （月） 苫小牧東高校（大学見学：生徒1名）
 10月 19日 （水） 美唄市立東中学校（大学見学：生徒16名、教員1名）
 10月 25日 （火） 岩見沢緑陵高校（大学見学：生徒40名）
 10月 27日 （木） 北広島西高校（大学見学：生徒35名）
 10月 27日 （木） 奈井江商業高校（大学見学：生徒34名、教員2名）
 11月 1日 （火） 江別市立江別第三中学校（大学見学：生徒11名）
 11月 11日 （金） 旭川明成高校（大学見学：生徒33名、教員2名）
 11月 21日 （月） 苫小牧東高校（大学見学：生徒1名）
 12月 9日 （金） 夕張高校（大学見学：生徒3名）
 1月 31日 （火） 旭川明成高校（教員1名）

◆◆　教職員の動向　◆◆

《教員》
9月30日付
（退　職）
准教授 荒木　陽子（医療情報学）
《事務職員》
10月1日付
（昇　任）
総務課 用度係長 中田　圭亮（総務課 用度係主任）
教務課 教務係長 西部　大嗣（教務課 教務係主任）
通信教育部事務部 学生係長 木村　　肇（通信教育部事務部 学生係主任）
教務課 大学院係主任 武田美由紀（教務課）

◆◆　7月1日～1月31日　主要行事　◆◆

◇法人本部◇      
 10月20日 （木） 理事会・評議員会 
 11月30日 （水）～ 12月 2日（金） 有限責任監査法人トーマツ「平成28年度期中監査」

 ◇大　学◇
 7月10日 （日） アイディアソン
 17日 （日） オープンキャンパス
 23日 （土） 留学生バスハイク研修
 24日 （日） オープンキャンパス
 31日 （日） オープンキャンパス
 8月  1日 （月） 教育研究評議会
 6日 （土）～7日（日） ＡＯ入学試験（Ａ日程）
 9日 （火） 学位論文等中間報告会
 8日 （月）～10日（水） 合同試験日
 10日 （水）、26日（金） 教職員健康診断
 11日 （木）～23日（火） 夏期一斉休業
 16日 （火） 電気設備点検
 21日 （日） オープンキャンパス
 24日 （水）～9月1日（木） 国際コラボレーション
 28日 （日） オープンキャンパス
 9月  2日 （金） カリキュラムアドバイザリーボード会議
 3日 （土）～4日（日） ＡＯ入学試験（Ｂ日程）
 9日 （金） 大学院入学試験1次募集
 11日 （日） ＡＯセミナー
 15日 （木） スタートアッププログラム・消防訓練
 16日 （金） 後期開講
 10月  6日 （木）～7日（金） 大学機関別認証評価実地調査
 9日 （日） オープンキャンパス
 9日 （日）～10日（月） 大学祭（蒼天祭）
 11日 （火） 休講日
 15日 （土） 3年次編入学試験1次募集
   月曜授業日
 15日 （土）～16日（日） ＡＯ入学試験（Ｃ日程）
 20日 （木） 理事会・評議員会
 22日 （土） 保護者と教員との懇談会
 26日 （水）～28日（金） 秋の食生活改善運動
 11月  1日 （火） 通信教育部　教育責任者協議会
 6日 （日） ＡＯセミナー
 19日 （土） 教員免許更新講習認定試験  
 27日 （日） 推薦1期入学試験
 12月  5日 （月） 大学院学位論文等事前審査会
 10日 （土） 教員免許状更新講習認定試験
 17日 （土） 編入学試験（2次募集）、特別AO入学試験（A日程）
 22日 （木） 大学入試センター試験説明会
 27日 （火） 木曜授業日
 28日 （水）～1月4日（水） 年末年始休日
 1月  9日 （月） 推薦2期・特別入学試験
 14日 （土）～15日（日） 大学入学者選抜大学入試センター試験
 21日 （土） 教員免許状更新講習認定試験
 22日 （日） 特別ＡＯ入学試験Ｂ日程
 30日 （月）～2月1日（水） 合同試験期間

◇大学院◇
 7月11日 （月） 研究科委員会
 8月  9日 （火） 学位論文等中間報告会
   （兼 北海道情報大学学術奨学生選考会）
 9月  9日 （金） 大学院入学者選抜試験（1次募集）
 11月17日 （木） 研究科委員会
 12月  5日 （月） 学位論文等事前審査会
 1月20日 （金） 研究科委員会
 1月31日 （火） 学位論文等公開発表会

◇通信教育部◇
 7月 1日 ～3日 前期地方スクーリング（2）
 7月 11日 ～14日 前期ＩＰメディア授業科目試験
 7月 16日 ～17日 前期印刷・インターネットメディア授業科目試験②
 7月 25日 ～7月30日 夏期スクーリング（1）
 8月 1日 ～8月 6日 夏期スクーリング（2）
 8月 24日  秋田教育センター　大学見学
 8月 26日  平成28年度秋期第1回入学者選考
 8月 30日  新潟教育センター　大学見学
 9月 1日  後期ＩＰメディア授業放映開始
 9月 9日  平成28年度秋期第2回入学者選考
 9月 26日  平成28年度秋期第3回入学者選考 
 10月 3日  後期インターネットメディア授業開始
 10月 5日  平成28年度秋期第4回入学者選考
 10月 14日  平成29年度春期第1回入学者選考
 11月 1日  教育責任者協議会
 11月 7日  平成28年度秋期第2期入学者選考
 11月 11日  平成29年度春期第2回入学者選考
 11月 19日 ～20日 後期印刷・インターネットメディア授業科目試験①
 11月 25日 ～27日 後期地方スクーリング（1）（広島）
 12月 2日 ～4日 後期地方スクーリング（1）（新潟）
 12月 5日 ～8日 後期ＩＰメディア授業科目試験
 12月 9日  平成29年度春期第3回入学者選考
 12月 9日 ～11日 後期地方スクーリング（1）（東京、名古屋）
 12月 16日 ～18日 後期地方スクーリング（1）（札幌、秋田、名古屋、大阪、北九州、大分、鹿児島）
 1月 7日 ～9日 後期地方スクーリング（2）（本学、東京、名古屋、大阪、北九州、福岡）
 1月 18日  平成29年度春期第4回入学者選考
 1月 21日 ～22日 後期印刷・インターネットメディア授業科目試験②

◆◆　広報活動　◆◆

《進学相談会》
 7月： 北海道  5会場（斜里、苫小牧、遠軽、南幌、札幌）
 8月： 北海道  6会場（旭川、北見、釧路、函館、札幌（2））
 9月： 北海道  9会場（美瑛、帯広（2）、小樽、旭川、新札幌、苫小牧、札幌、網走）
  青森県  2会場（青森、八戸）
  秋田県  1会場（秋田）
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　現在、ななかまどを一緒に編集してくれるかたを募集しております。
興味があったり、やる気がある方なら学年を問わないので、ぜひ一緒
にななかまどを作りましょう！
気になった方、参加したい方は情報メディア学部・川上研究室
（228）までお越しください。

堀「私は経営情報学部の女子会ページ

担当しました！デザインはもちろん

ザ・女子力って感じ～キラキラ～」

諸「ぼくも女子力身につけたいです」

全員「・・・。」

堀「ちなみにりこちゃんは、デザイン

とか興味あるのー？」

匂「はい！もちろんあるのですが、デ

ザインできるか少し不安なんです」

小「俺も最初は不安だったけど、先生

も先輩も優しく教えてくれるし、意外

と楽しく作れるよ」

匂「ほんとうですか！？それなら出来

そうな気がしてきました！」

諸「んじゃ、次号から一緒に作ってく

れるかな？？？（期待）」

全員「いいともって言って！（小声）」

匂「そんな言われたら断れませんよ笑」

高「そういえば、全然関係ない話して

いいですか？」

全員「えっ、なになに？？？」

高「実は、私パンケーキ食べるの初め

てなんです・・・」

全員「えぇーーーーーー！（驚）」

諸「初めてのお味はいかがですか？」

高「パンがふわふわで、アイスの甘さ

とフルーツの酸味が絶妙です」

堀「ナイスッ！食レポ！」

高「でも、パンとアイスをバランスよ

く食べるの難しいですね（汗）」

堀「慣れだよ～！慣れ～」

諸「じゃ、次号に向けた意気込みをみ

諸「さぁ～座談会はじめるぞぉ～！」

堀「はじめるのはいいけど、しゃべり

すぎたら収まりきらないから気をつけ

てね！キリッ」

諸「はいwwしゃべりすぎません！笑

じゃまずは、作ったページの感想をみ

なさん一言づつ！」

全員「えーそこから？つまんない！笑」

小「俺は大学院生の学会発表とポスコ

ンのページでした。まじめに大学院の

ことホームページで調べましたヨ！」

諸「うわぁああ、えらいっ！！！」

高「私は保健室からのページを担当し

ました。デザインは白を貴重にして清

潔感のある感じを目指しました」

全員　ふむふむ　納得。

なさんお願いします」

小「デザインを頑張るのはもちろんで

すけど、スケジュール面でもっと余裕

を持って進めたいなと思います」

堀「どんなプロジェクトでもやっぱり

そこが一番大切なところだよね。時間

をきっちり守ることも頭に入れとかな

きゃね！」

高「私は、何度もやり直しにならない

ように一発で完成を目指したいです」

小「俺も一発で完成させたい！たくさ

ん修正するの大変だもん（切実）」

諸「匂坂さんはもし次号から入隊した

らどんなことを頑張りたいですか？」

匂「イラストを描くので絵で表現でき

るページで力を発揮してみたいです」

諸「最後にこっしー先輩どうですか？」

堀「え、私？wwもう卒業しちゃうしょ

～！ずっと続けてきたななかまどが作

れなくなるのはやっぱり寂しいよね」

諸「そうでした、ごめんなさい。僕た

ち後輩にこれからに向けて何かアドバ

イスをお願いします！」

堀「う～ん。やっぱり決められた役割

の中でも自由に楽しみながらやるって

ことかな～！それが一番大事！あと

は、ちゃんと全員で連絡を取り合って

みんなで進めていくことかな！」

小「それができるようになったらシメ

たもんですよね」

諸「では、先輩からのアドバイスを胸

に次号も張り切っていきましょう！」
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